
第１学年２組　音楽科　学習指導案 
 

日　時　令和８年２月１７日（火） 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　授業者　相本　彩由子 
 
１　題材名　えから　うまれる　おんがく　～あそびを 音で あらわそう～ 

 

２　題材の目標 

・音のつなげ方の特徴について、それらが生み出す面白さなどと関わらせて気付くとともに、

思いに合った表現をするために必要な、反復や呼びかけとこたえを用いて、簡単な音楽をつく

る技能を身に付ける。（知識及び技能） 

・反復や呼びかけとこたえを聴き取り、それらの働きが生み出すよさや面白さ、美しさを感じ

取りながら、どのように音を音楽にしていくかについて思いをもつ。（思考力、判断力、表現

力等） 

・音のつなげ方に興味をもち、音楽活動を楽しみながら主体的・協働的に音楽づくりの学習活

動に取り組み、遊びの中で生まれる音に親しむ。（学びに向かう力、人間性等） 

 

３　題材の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①　　音のつなげ方の特徴につ

いて、それらが生み出す面白さ

などと関わらせて気付いてい

る。 

 

②　　思いに合った表現をする

ために必要な、反復や呼びかけ

とこたえを用いて簡単な音楽を

つくる技能を身に付けている。 

①　　反復、呼びかけとこた　

えを聴き取り、それらの働きが

生み出すよさや面白さを感じ取

りながら、どのように音を音楽

にしていくかについて思いを

もっている。 

①打楽器の音色や演奏の仕方　

に興味をもち、音楽活動を楽し

みながら主体的・協働的に音楽

づくりの学習活動に取り組もう

としている。 

 

４　題材の主張 

　本題材では、遊び道具（写真）から想像する擬音語をもとに、音を導き出していく活動を行

う。音を音楽へと発展させる過程は、音楽の仕組みを用いることで、音楽を形づくっている要

素に、より着目できる題材である。低学年の児童は、音遊びの経験を通して、声や身の回りの

様々な音に興味をもつようになり、自分が表したい音やフレーズを探したり、いろいろな表現

を試したりする傾向が見られる。１年生のこの時期に本題材を設定することで、音を音楽にし

ていく活動を通して、児童がいろいろな表現の仕方を試しながら、音楽をつくる楽しさを味わ

えると考えた。 

　音素材として、遊び道具（写真）からイメージする音を扱うこととした。児童の生活体験に

即した遊び道具を教材とすることで、自分の好きな遊びや、遊んだ時の感情など、自然と思い

をもって学習に向かうことができ、児童の思考をより深められると考える。児童に提示する遊

び道具は、児童が日常的に親しんでいる遊びや、未来創造科の「わいわいランド（１年生と附

属幼稚園年長児との交流活動）」の中での遊び（「どろだんご」「まとあて」「どろ水遊び」



「ボール遊び」「うんてい」「なわとび」「おはじき」）から取り上げる。数ある遊びの中か

ら、児童が擬音語をイメージしやすいと思われる遊びを選択した。 

　本時で児童に提示する音のつなげ方のきまりは、「①好きな遊びを１つ選ぶ②つなげる順番

を考える③３人一緒に鳴らすのは１回のみ」の３つとする。きまりを提示することで活動を焦

点化できるようにし、音楽づくりの活動時間をしっかり確保できるようにしたい。きまりにと

らわれすぎず遊びの様子を児童が自由に表現できるよう、反復や呼びかけとこたえを用いるこ

とは音楽づくりのきまりとして指導者からは提示せず、児童の話し合いの中から自然と生まれ

るようにしたい。そのために、日頃から「音楽のわざ」として、反復や呼びかけとこたえを授

業中に取り上げ、それらのよさや面白さを児童が感じられるようにしたり、常時活動で、反復

や呼びかけとこたえを取り入れたリズム遊びを行ったりする。グループ活動の際に、反復や呼

びかけとこたえを使っているグループがあれば全体に共有し価値付けを行うことで、どのグ

ループでも音のつなげ方の工夫が深まるようにしたい。 

 

５　本題材で扱う学習指導要領の内容 

　Ａ表現（３）音楽づくり　ア（イ）、イ（イ）、ウ（ア）、（イ）〔共通事項〕（１）ア 

（本題材の学習において、児童の思考・判断のよりどころとなる主な音楽を形づくっている要

素：「反復」「呼びかけとこたえ」） 

 

６　指導と評価の計画（全４時間　本時３時間目/４時間） 

時 

間 

学習課題・学習内容 知・技 思 態 

１ 擬音語を考え、楽器で表現する。 

・写真から擬音語を考える。 

・擬音語を声で表現する。 

・写真や擬音語から想像する楽器の音を探す。 

   

２ 音楽づくり① 

・自分が選んだ楽器で、鳴らし方を考える。 

・音をつなげて、遊びを表現する。 

   

３ 

本

時 

音楽づくり② 

・つなげ方のきまりを確認し、グループで音をつなげる。 

・反復や呼びかけとこたえを使って、音楽をつくる。 

・中間発表をする。 

   

４ 発表会 

・つくった音楽を発表する。 

・お互いのよさを伝え合う。 

・ふりかえりをする。 

   

 

７　本時の学習 

（１）目標 

　遊びの様子や気持ちをイメージしながら、反復や呼びかけとこたえを用いて、どのように音

を音楽にしていくかについて思いをもつ。（思考力・判断力・表現力等） 

 

 



（２）展開 

主な学習場面と子供の取組 目指す姿と取組を支える手立て 

１．前時の復習をして、本時のめあてを確認す　

　　る。 

　・「どろだんご」は『つるつる』だよ。 

　・「どろ水あそび」の『ばしゃばしゃ』は、タ

　　ンブリンで鳴らしたよ。 

 

 

２．３人グループで音をつなげる。 

　＜音のつなげ方＞ 

　　①好きな遊びを１つ選ぶ。 

　　　（カードは一人３枚） 

　　②つなげる順番を考える。 

　　③３人一緒に鳴らすのは１回のみ。 

 

　・遊んでいてだんだん楽しくなっていく感じを

　　出したいから、最後に３人一緒に鳴らそう。 

　・「なわとび」の『びゅんびゅん』は、たくさ

　　ん跳んでいる感じを出したいから、すずを続

　　けてくりかえしたいな。 

　・「どろだんご」を作った後、「どろ水あそ　

　　び」をみんなでしている様子を、よびかけと

　　こたえにしてみよう。 

 

３．中間発表をする。 

　・順番に繰り返すのが面白かったから、この並

　　べ方にしたよ。 

　・途中、みんなで楽しく遊んでいる様子を表し

　　たいから、真ん中で３人一緒に鳴らすよ。 

 

 

４．ふりかえりをする。 

　・遊びがずっと続いている感じを出すために、

　　３人とも３回続けて鳴らしたよ。 

　・「まとあて」の『コンコン』はウッドブロッ

　　クで、「ボールあそび」の『ポーンポーン』

　　はトライアングルにしたよ。音の感じが全然

　　違うから、呼びかけとこたえにしたよ。 

・前時の復習をするために、写真と児童が考　

　えた擬音語の組み合わせを提示する。 

 

 

 

 

 

・つなげ方がいつでも確認できるよう、提示し

　ておく。 

・音のつなげ方を試せるよう、一人一人に写真

　カードを用意する。 

・音のつなげ方を記録しておけるよう、ICT端

　末のカメラ機能を使用してもよいこととす　

　る。 

・反復や呼びかけとこたえを使っているグルー

　プがあれば全体に共有し、各グループで音の

　つなげ方の工夫が深まるようにする。 

 

 

 

 

 

 

・音のつなげ方の工夫に着目できるよう、反復

　や呼びかけとこたえを取り入れているグルー

　プを紹介する。 

・どんな工夫をしたのかを全体で共有できるよ

　う、工夫を聞いてから発表するよう声をかけ

　る。 

 

・どんな工夫をしたかを問いかけ、児童の表現

　の高まりを価値付けることで、本時での学習

　が次時につながるようにする。 

【評価】思考・判断・表現 

遊びの様子や気持ちをイメージしながら、反

復や呼びかけとこたえを用いて、どのように

音を音楽にしていくかについて思いをもって

いる。（観察、発言、発表） 

 

 

 

 

 

 



（３）評価 

十分満足できると判断される状況 概ね満足できると判断される状況 支援を要する状況への手立て 

遊びの様子や気持ちをイメージし

ながら、反復や呼びかけとこたえ

を用いて、どのように音を音楽に

していくかについて思いをもち、

グループの友達と協働して音楽づ

くりを行っている。 

遊びの様子や気持ちをイメージし

ながら、反復や呼びかけとこたえ

を用いて、どのように音を音楽に

していくかについて思いをもって

いる。 

・どのように音を音楽にしていく

　か、思いをもつことが難しい。 

→普段の遊びの様子を聞き出し、

　音のつなげ方を一緒に考える。 

・音と音をどうつなげたらよいか

　分からない。 

→どのように遊びを表したいのか

　を聞き出し、一緒に考える。 

→反復や呼びかけとこたえを使う

　よう、声をかける。 

 


